
１．定点における病害虫発生調査結果

◎経過報告

　上記定点では、ツマグロヨコバイ及びセジロウンカの幼虫と成虫、ヒメトビウンカの発生が見られましたが、

密度は低い状況です。

　カメムシ類の発生は見られませんでしたが、例年より発生が多くなることが予想されるので、期幹防除を有効

に活用しましょう。

（参考）：ウンカ類の防除薬剤　　トレボン粒剤　　　 2ｋｇ/10ａ     収穫21日前まで使用可能です。

　根の活力維持のため、中干し後は浅水管理を行いましょう。
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◎これからの栽培管理のポイント

・定点地点①③⑤はNOSAIひょうご東播磨事務所・加古川農業改良普及センターとＪＡ加古川南が合同で調査を
行いました。②④⑥はJA加古川南独自の調査です。
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（参考）：カメムシ類の防除薬剤　スタークル粒剤　　 3ｋｇ/10ａ     収穫7日前まで使用可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　　スタークル豆つぶ　 250ｇ/10ａ 　収穫7日前まで使用可能です。
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回覧 令和6年度　ＪＡ加古川南　水稲病害虫調査

第1号　令和6年7月16日

（令和6年7月9日、13日調査）
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